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sakaguchi@phys.kyushu-u.ac.jp
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三重項偏極研究の将来動向

　光励起三重項状態を用いた陽子偏極法は、100ケルビンから常温に至る高温・0.3テスラ以下の低磁場で陽子
の偏極生成を可能とする画期的手法である。この手法を応用した偏極陽子標的はRIBFでのスピン非対称測定に
おいて中心的役割を担う。一方、この陽子偏極手法は、(有機)化学・NMR・ESR・レーザー等様々な分野におけ
る技術を集約したものである。
本ワークショップでは、RIBFの実験グループ(RNC、CNS、九大、東北大CYRIC)とNMR(阪大基礎工)、化学・
ESR(埼玉大理)など各分野における三重項偏極の専門家が一同に会し、情報交換をするとともに今後の研究展
開について議論を行う。研究協力体制を構築することも本ワークショップの目的である。
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1） 開催予定日・場所

 ¥                                 138,100

理研仁科センター

理研仁科センター/東邦大

理研仁科センター

合計  ¥                                                                                                  138,100
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吉見彰宏

河原朋美

九州大学理学部
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埼玉大学理学部

飯沼昌隆

矢後友暁


